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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略直方体形状の複数個の金属空気電池セルと、前記金属空気電池セルを格納する筐体と
を備えた箱型の組電池であって、
　前記金属空気電池セルの各々には、その上部において、正極端子および負極端子が配置
されており、
　前記筐体は、上部が開口する筐体本体と、前記筐体本体の開口を覆うように装着される
蓋部とからなり、
　前記蓋部には、前記組電池としての正極端子および負極端子が装着され、
　前記蓋部の内面には、これを装着したときに、前記筐体本体に収容されている前記金属
空気電池セルの正極端子および負極端子と接触して、前記金属空気電池セルを直列または
並列に接続するとともに、前記組電池としての正極端子と前記金属空気電池セルの正極端
子とを接続し、前記金属空気電池セルの負極端子と前記組電池としての負極端子とを接続
する回路パターンが形成されており、
　前記組電池としての正極端子は、前記筐体の正面および背面の何れか一方の面に配置さ
れた第１正極端子と、前記筐体の左右何れか一方の側面に配置され、前記第１正極端子と
電気的に接続されている第２正極端子とからなり、
　前記組電池としての負極端子は、前記第１正極端子が配置されている前記筐体の面に配
置された第１負極端子と、前記筐体の左右何れか他方の側面に配置され、前記第１負極極
端子と電気的に接続されている第２負極端子とからなり、
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　前記第１正極端子および前記第１負極端子は、これらが配置されている前記筐体の面を
二等分する垂直線に対して線対称の位置にあり、
　前記第２正極端子および前記第２負極端子は、前記筐体の右側面および左側面の両方に
直交する同一の直線上に位置していることを特徴とする組電池。
【請求項２】
　ｋ個（但し、ｋは２以上の整数である）の前記金属空気電池セルが前記筐体に格納され
てなり、
　前記回路パターンは、前記金属空気電池セルを直列に接続するパターンであって、
　組電池としての正極端子と第１番目の金属空気電池セルの正極端子とを接続する導電路
と、
　第ｎ番目（但し、ｎは１～（ｋ－１）の整数である）の金属空気電池セルの負極端子と
第（ｎ＋１）番目の金属空気電池セルの正極端子とを接続する導電路と、
　第ｋ番目の金属空気電池セルの負極端子と組電池としての負極端子とを接続する導電路
とを有することを特徴とする請求項１に記載の組電池。
【請求項３】
　略直方体形状の複数個の金属空気電池セルと、前記金属空気電池セルを格納する筐体と
を備えた箱型の組電池であって、
　前記金属空気電池セルの各々には、その上部において、正極端子および負極端子が配置
されており、
　前記筐体は、上部が開口する筐体本体と、前記筐体本体の開口を覆うように装着される
蓋部とからなり、
　前記蓋部には、前記組電池としての正極端子および負極端子が装着され、
　前記蓋部の内面には、これを装着したときに、前記筐体本体に収容されている前記金属
空気電池セルの正極端子および負極端子と接触して、前記金属空気電池セルを接続すると
ともに、前記組電池としての正極端子と前記金属空気電池セルの正極端子とを接続し、前
記金属空気電池セルの負極端子と前記組電池としての負極端子とを接続する回路パターン
が形成されており、
　前記回路パターンは、前記金属空気電池セルを並列に接続するパターンであって、
　前記金属空気電池セルの正極端子どうしを接続する導電路と、
　この導電路と組電池としての正極端子とを接続する導電路と、
　前記金属空気電池セルの負極端子どうしを接続する導電路と、
　この導電路と組電池としての負極端子とを接続する導電路とを有することを特徴とする
組電池。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数個の金属空気電池セルが筐体に格納されてなる組電池に関する。
【背景技術】
【０００２】
　金属空気電池は、マグネシウムなどの金属が酸化する過程で得られる電気エネルギーを
取り出すことのできる電池であり、金属極（負極）と空気極（正極）と電解質と備えた金
属空気電池セルにより構成され、災害時の非常用電源などとして注目されている（下記の
特許文献１参照）。
【０００３】
　一方、同じ種類の単電池（電池セル）を複数個筐体に格納して組電池（パック電池）と
することが一般に行われている。
　組電池において、筐体内に格納される複数個の単電池（電池セル）は、直列または並列
に接続され、これにより、用途に応じた出力（起電力）または使用時間を確保することが
できる。ここに、複数個の単電池（電池セル）の接続には、通常、コードが使用される。
　　　



(3) JP 6543830 B2 2019.7.17

10

20

30

40

50

【０００４】
　しかしながら、複数個の金属空気電池セルによる組電極を新に製造したり、金属極の消
耗などに伴って組電池を構成する電池セルの一部を交換したりする際に、電池セルどうし
をコードにより接続したり、コードによる接続を解除したりする作業は煩雑である。
　また、筐体の内部空間の一部をコード類が占有するため、スペース効率の観点から好ま
しくない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－１６８３６０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は以上のような事情に基いてなされたものである。
　本発明の目的は、構成する複数個の金属空気電池セルどうしをコード類を使用すること
なく接続することができる組電池（金属空気組電池）を提供することにある。
　本発明の他の目的は、これを製造したり、これを構成する金属空気電池セルの一部を交
換したりする際の作業性に優れ、スペース効率にも優れた組電池を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
（１）略直方体形状の複数個の金属空気電池セルと、前記金属空気電池セルを格納する筐
体とを備えた箱型の組電池（金属空気組電池）であって、
　前記金属空気電池セルの各々には、その上部において、正極端子および負極端子が配置
されており、
　前記筐体は、上部が開口する筐体本体と、前記筐体本体の開口を覆うように装着される
蓋部とからなり、
　前記蓋部には、前記組電池としての正極端子および負極端子が装着され、
　前記蓋部の内面には、これを装着したときに、前記筐体本体に収容されている前記金属
空気電池セルの正極端子および負極端子と接触して、前記金属空気電池セルを直列または
並列に接続するとともに、前記組電池としての正極端子と前記金属空気電池セルの正極端
子（１個または複数個の正極端子）とを接続し、前記金属空気電池セルの負極端子（１個
または複数個の負極端子）と前記組電池としての負極端子とを接続する回路パターンが形
成されており、
　前記組電池としての正極端子は、前記筐体の正面および背面の何れか一方の面に配置さ
れた第１正極端子と、前記筐体の左右何れか一方の側面に配置され、前記第１正極端子と
電気的に接続されている第２正極端子とからなり、
　前記組電池としての負極端子は、前記第１正極端子が配置されている前記筐体の面に配
置された第１負極端子と、前記筐体の左右何れか他方の側面に配置され、前記第１負極極
端子と電気的に接続されている第２負極端子とからなり、
　前記第１正極端子および前記第１負極端子は、これらが配置されている前記筐体の面を
二等分する垂直線に対して線対称の位置にあり、
　前記第２正極端子および前記第２負極端子は、前記筐体の右側面および左側面の両方に
直交する同一の直線上に位置していることを特徴とする。
【０００８】
（２）本発明の組電池において、ｋ個（但し、ｋは２以上の整数である）の前記金属空気
電池セルが前記筐体に格納されてなり、
　前記回路パターンは、前記金属空気電池セルを直列に接続するパターンであって、
　組電池としての正極端子と第１番目の金属空気電池セルの正極端子とを接続する導電路
と、
　第ｎ番目（但し、ｎは１～（ｋ－１）の整数である）の金属空気電池セルの負極端子と
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第（ｎ＋１）番目の金属空気電池セルの正極端子とを接続する導電路と、
　第ｋ番目の金属空気電池セルの負極端子と組電池としての負極端子とを接続する導電路
とを有することが好ましい。
【０００９】
　ここに、前記回路パターンの一例（ｋ＝５）を示せば、組電池としての正極端子と第１
番目の金属空気電池セルの正極端子とを接続する導電路と、第１番目の金属空気電池セル
の負極端子と第２番目の金属空気電池セルの正極端子とを接続する導電路と、第２番目の
金属空気電池セルの負極端子と第３番目の金属空気電池セルの正極端子とを接続する導電
路と、第３番目の金属空気電池セルの負極端子と第４番目の金属空気電池セルの正極端子
とを接続する導電路と、第４番目の金属空気電池セルの負極端子と第５番目の金属空気電
池セルの正極端子とを接続する導電路と、第５番目の金属空気電池セルの負極端子と組電
池としての負極端子とを接続する導電路とを有する。
【００１０】
（３）本発明の組電池は、略直方体形状の複数個の金属空気電池セルと、前記金属空気電
池セルを格納する筐体とを備えた箱型の組電池（金属空気組電池）であって、
　前記金属空気電池セルの各々には、その上部において、正極端子および負極端子が配置
されており、
　前記筐体は、上部が開口する筐体本体と、前記筐体本体の開口を覆うように装着される
蓋部とからなり、
　前記蓋部には、前記組電池としての正極端子および負極端子が装着され、
　前記蓋部の内面には、これを装着したときに、前記筐体本体に収容されている前記金属
空気電池セルの正極端子および負極端子と接触して、前記金属空気電池セルを接続すると
ともに、前記組電池としての正極端子と前記金属空気電池セルの正極端子（１個または複
数個の正極端子）とを接続し、前記金属空気電池セルの負極端子（１個または複数個の負
極端子）と前記組電池としての負極端子とを接続する回路パターンが形成されており、
　前記回路パターンは、前記金属空気電池セルを並列に接続するパターンであって、
　前記金属空気電池セルの正極端子どうしを接続する導電路と、
　この導電路と組電池としての正極端子とを接続する導電路と、
　前記金属空気電池セルの負極端子どうしを接続する導電路と、
　この導電路と組電池としての負極端子とを接続する導電路とを有することを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の組電池によれば、これを構成する複数個の金属空気電池セルどうしをコード類
を使用することなく直列または並列に接続することができる。
　また、本発明の組電池を新たに製造したり、これを構成する金属空気電池セルの一部を
交換したりする際に、コード類を取り回す必要がないので、作業性に優れている。
　また、本発明の組電池は、これを構成する筐体内においてコード類が存在しないので、
スペース効率にも優れている。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態に係る組電池を正面側から見た斜視図である。
【図２】図１に示した組電池を背面側から見た斜視図である。
【図３】図１に示した組電池の背面図である。
【図４】図１に示した組電池において蓋部を取り外した状態を示す斜視図である。
【図５】図１に示した組電池を構成する蓋部の外面を示す平面図である。
【図６】図１に示した組電池を構成する蓋部の内面を示す斜視図である。
【図７】図１に示した組電池を構成する蓋部の内面を示す底面図である。
【図８】図１に示した組電池について、導電路以外の蓋部の図示を省略した斜視図である
。
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【図９】図１に示した組電池について、導電路以外の蓋部の図示を省略した平面図（上面
図）である。
【図１０】本発明の他の実施形態に係る組電池を構成する蓋部の内面を示す斜視図である
。
【図１１】本発明の他の実施形態に係る組電池を構成する蓋部の内面を示す底面図である
。
【図１２】本発明の他の実施形態に係る組電池について、導電路以外の蓋部の図示を省略
した斜視図である。
【図１３】本発明の他の実施形態に係る組電池について、導電路以外の蓋部の図示を省略
した平面図（上面図）である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
＜第１実施形態＞
　以下、本発明の組電池の一実施形態について図面を用いて説明する。
　図１～図９に示す本実施形態の組電池１００は、扁平な略直方体形状を有する５個の金
属空気電池セル１１～１５と、これら金属空気電池セル１１～１５を格納する筐体２０と
を備えた箱型の組電池（金属空気組電池）であって、金属空気電池セル１１～１５には、
それぞれの上部において、正極端子１５１～１５５、負極端子１６１～１６５および給水
口１８１～１８５が配置されており、筐体２０は、上部が開口する筐体本体２１と、筐体
本体２１の開口を覆うよう装着される蓋部２３とからなり、蓋部２３には、組電池として
の正極端子である第１正極端子５１（５１１，５１２）および第２正極端子５２（５２１
，５２２）、並びに、組電池としての負極端子である第１負極端子６１（６１１，６１２
）および第２負極端子６２（６２１，６２２）が装着され、蓋部２３の内面には、これを
筐体本体２１に装着したときに、筐体本体２１に収容されている金属空気電池セル１１～
１５の正極端子１５１～１５５および負極端子１６１～１６５と接触して、金属空気電池
セル１１～１５を直列に接続するとともに、第１正極端子５１（５１１，５１２）および
第２正極端子５２（５２１，５２２）と金属空気電池セル１１の正極端子１５１とを接続
し、金属空気電池セル１５の負極端子１６５と第１負極端子６１（６１１，６１２）およ
び第２負極端子６２（６２１，６２２）とを接続する回路パターン３１が形成されている
。
【００１５】
　図１～図３、図６～図９において、５１（５１１，５１２）は第１正極端子、５２（５
２１，５２２）は第２正極端子、６１（６１１，６１２）は第１負極端子、６２（６２１
，６２２）は第２負極端子である。また、図１、図５～図７において、２２１～２２５は
、それぞれ、金属空気電池セル１１～１５の給水口１８１～１８５に対応して筐体２０の
蓋部２３に配列された給水ポート、２４はハンドル（持ち手）である。
【００１６】
　組電池１００を構成する筐体２０は、上部が開口する筐体本体２１と、筐体本体２１の
開口を覆うように装着される蓋部２３とからなる。
【００１７】
　図１～図３に示すように、筐体２０（蓋部２３）の背面２０２には、第１正極端子５１
（５１１，５１２）および第１負極端子６１（６１１，６１２）が設けられている。また
、筐体２０（蓋部２３）の右側面２０３には、第２正極端子５２（５２１，５２２）が配
置され、筐体２０（蓋部２３）の左側面２０４には、第２負極端子６２（６２１，６２２
）が配置されている。
【００１８】
　第１正極端子５１および第２正極端子５２は、組電池１００の正極電子であり、第１負
極端子６１および第２負極端子６２は、組電池１００の負極電子である。
　第１正極端子５１、第２正極端子５２、第１負極端子６１および第２負極端子６２は、
それぞれ、バナナプラグなどのプラグ端子と嵌合可能なジャック端子からなる。
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　なお、本実施形態において、第１正極端子５１、第２正極端子５２、第１負極端子６１
および第２負極端子６２は、電流容量の都合上２つずつ設けられているが、１個だけでも
よい。
【００１９】
　正極端子（第１正極端子５１、第２正極端子５２）および負極端子（第１負極端子６１
、第２負極端子６２）は、複数の組電池１００を電気的に直列に連結するときに使用され
る。ここに、２個の組電池１００を直列に連結する態様としては、下記（１）～（４）に
示す態様を挙げることができる。
【００２０】
　（１）一方の組電池１００を構成する筐体２０の右側面２０３または左側面２０４と、
他方の組電池１００を構成する筐体２０の左側面２０４または右側面２０３とを接近また
は接触させるように配置し、一方の組電池１００の第２正極端子５２（５２１，５２２）
または第２負極端子６２（６２１，６２２）と、他方の組電池１００の第２負極端子６２
（６２１，６２２）または第２正極端子５２（５２１，５２２）とを接続する態様。
【００２１】
　（２）一方の組電池１００を構成する筐体２０の背面２０２と、他方の組電池１００を
構成する筐体２０の背面２０２とを接近または接触させるように配置し、一方の組電池１
００の第１正極端子５１（５１１，５１２）または第１負極端子６１（６１１，６１２）
と、他方の組電池１００の第１負極端子６１（６１１，６１２）または第１正極端子５１
（５１１，５１２）とを接続する態様。
【００２２】
　（３）一方の組電池１００を構成する筐体２０と、他方の組電池１００を構成する筐体
２０とが同じ方向を向くように積み重ねて配置し、一方の組電池１００の第１正極端子５
１（５１１，５１２）または第１負極端子６１（６１１，６１２）と、他方の組電池１０
０の第１負極端子６１（６１１，６１２）または第１正極端子５１（５１１，５１２）と
を連結治具を使用して接続する態様。
【００２３】
　（４）一方の組電池１００を構成する筐体２０と、他方の組電池１００を構成する筐体
２０とが同じ方向を向くように積み重ねて配置し、一方の組電池１００の第２正極端子５
２（５２１，５２２）または第２負極端子６２（６２１，６２２）と、他方の組電池１０
０の第２負極端子６２（６２１，６２２）または第２正極端子５２（５２１，５２２）と
を連結治具を使用して接続する態様。
【００２４】
　図１および図２に示すように、筐体２０（蓋部２３）の右側面２０３に配置された第２
正極端子５２（５２１，５２２）と、筐体２０（蓋部２３）の左側面２０４に配置された
第２負極端子６２（６２１，６２２）とは、筐体２０の右側面２０３および左側面２０４
の両方に直交する直線Ｘ（Ｘ１，Ｘ２）上に位置している。
【００２５】
　これにより、上記（１）の態様において、一方の組電池１００の第２正極端子５２（５
２１，５２２）または第２負極端子６２（６２１，６２２）と、他方の組電池１００の第
２負極端子６２（６２１，６２２）または第２正極端子５２（５２１，５２２）とを対向
させることができる。
【００２６】
　これにより、一方の組電池１００の第２正極端子５２（５２１，５２２）または第２負
極端子６２（６２１，６２２）と、他方の組電池１００の第２負極端子６２（６２１，６
２２）または第２正極端子５２（５２１，５２２）とを、両側にプラグ端子を有するコー
ドレスの連結コネクタによって接続することができる。
【００２７】
　図３に示すように、筐体２０（蓋部２３）の背面２０２に配置された第１正極端子５１
（５１１，５１２）および第１負極端子６１（６１１，６１２）は、この背面２０２を二
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等分する垂直線Ｚに対して線対称の位置関係にある。
【００２８】
　これにより、上記（２）の態様において、一方の組電池１００の第１正極端子５１（５
１１，５１２）と、他方の組電池１００の第１負極端子６１（６１１，６１２）とを対向
させることができるとともに、一方の組電池１００の第１負極端子６１（６１１，６１２
）と、他方の組電池１００の第１正極端子５１（５１１，５１２）とを対向させることが
できる。
【００２９】
　これにより、一方の組電池１００の第１正極端子５１（５１１，５１２）と、他方の組
電池１００の第１負極端子６１（６１１，６１２）とを、両側にプラグ端子を有する連結
コネクタによって接続することができるとともに、一方の組電池１００の第１負極端子６
１（６１１，６１２）と、他方の組電池１００の第１正極端子５１（５１１，５１２）と
を、両側にプラグ端子を有するコードレスの連結コネクタによって接続することができる
。
【００３０】
　図４に示すように、筐体本体２１の内部には、扁平な略直方体形状を有する５個の金属
空気電池セル１１～１５が配列されている。
　金属空気電池セル１１～１５には、各々の内部において、マグネシウムシートからなる
図示しない金属極（負極）と、図示しない空気極（正極）とが配置されているとともに、
電解液が充填されている。
　金属空気電池セル１１～１５は、マグネシウムシートの消耗などに伴って、全部または
一部が交換される。
【００３１】
　金属空気電池セル１１の上部には、正極端子１５１、負極端子１６１および給水口１８
１が配置され、金属空気電池セル１２の上部には、正極端子１５２、負極端子１６２およ
び給水口１８２が配置され、金属空気電池セル１３の上部には、正極端子１５３、負極端
子１６３および給水口１８３が配置され、金属空気電池セル１４の上部には、正極端子１
５４、負極端子１６４および給水口１８４が配置され、金属空気電池セル１５の上部には
、正極端子１５５、負極端子１６５および給水口１８５が配置されている。
【００３２】
　図６および図７に示すように、組電池１００の筐体２０を構成する蓋部２３には、組電
池１００の正極端子である第１正極端子５１（５１１，５１２）および第２正極端子５２
（５２１，５２２）が装着されているとともに、組電池１００の負極端子である第１負極
端子６１（６１１，６１２）および第２負極端子６２（６２１，６２２）が装着されてい
る。
【００３３】
　第１正極端子５１と第２正極端子５２とは、導電路（導電板）３２５により互いに接続
され、第１負極端子６１と第２負極端子６２とは、導電路（導電板）３２６により互いに
接続されている。
【００３４】
　蓋部２３の内面には、蓋部２３を筐体本体２１に装着した（被せた）ときに、筐体本体
２１に収容されている金属空気電池セル１１～１５の正極端子１５１～１５５および負極
端子１６１～１６５と接触して、金属空気電池セル１１～１５を直列に接続するとともに
、第１正極端子５１および第２正極端子５２と、金属空気電池セル１１の正極端子１５１
とを接続し、金属空気電池セル１５の負極端子１６５と、第１負極端子６１および第２負
極端子６２とを接続する回路パターン３１が形成されている。
【００３５】
　この回路パターン３１は、組電池１００の正極端子（第１正極端子５１および第２正極
端子５２）と金属空気電池セル１１の正極端子１５１とを接続するための導電路３１０と
、金属空気電池セル１１の負極端子１６１と金属空気電池セル１２の正極端子１５２とを
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接続するための導電路３１１と、金属空気電池セル１２の負極端子１６２と金属空気電池
セル１３の正極端子１５３とを接続するための導電路３１２と、金属空気電池セル１３の
負極端子１６３と金属空気電池セル１４の正極端子１５４とを接続するための導電路３１
３と、金属空気電池セル１４の負極端子１６４と金属空気電池セル１５の正極端子１５５
とを接続するための導電路３１４と、金属空気電池セル１５の負極端子１６５と組電池１
００の負極端子（第１負極端子６１，および第２負極端子６２）とを接続するための導電
路３１５とを有してなる。
【００３６】
　導電路３１０～３１５は銅板により構成されており、適宜の手段によって蓋部２３の内
面に貼付されている。
　導電路３１０～３１４には、金属空気電池セル１１～１５の正極端子１５１～１５５と
の接点が設けられ、導電路３１１～３１５には、金属空気電池セル１１～１５の負極端子
１６１～１６５との接点が設けられている（図６および図７において、これらの接点を、
「◎」で示している）。なお、導電路３１０と導電路３１１とは立体的に交差していて、
接触はしていない。
【００３７】
　金属空気電池セル１１～１５が収容されている筐体本体２１に蓋部２３を装着すること
により、図８および図９に示すように、組電池１００の正極端子（第１正極端子５１およ
び第２正極端子５２）と金属空気電池セル１１の正極端子１５１とが導電路３１０により
接続され、金属空気電池セル１１の負極端子１６１と金属空気電池セル１２の正極端子１
５２とが導電路３１１により接続され、金属空気電池セル１２の負極端子１６２と金属空
気電池セル１３の正極端子１５３とが導電路３１２により接続され、金属空気電池セル１
３の負極端子１６３と金属空気電池セル１４の正極端子１５４とが導電路３１３により接
続され、金属空気電池セル１４の負極端子１６４と金属空気電池セル１５の正極端子１５
５とが導電路３１４により接続され、金属空気電池セル１５の負極端子１６５と組電池１
００の負極端子（第１負極端子６１および第２負極端子６２）とが導電路３１５により接
続される。
【００３８】
　この結果、金属空気電池セル１１と金属空気電池セル１２と金属空気電池セル１３と金
属空気電池セル１４と金属空気電池セル１５とが電気的に直列に接続され、第１正極端子
５１（５１１，５１２）および第２正極端子５２（５２１，５２２）は組電池１００とし
ての正極端子となり、第１負極端子６１（６１１，６１２）および第２負極端子６２（６
２１，６２２）は組電池１００としての負極端子となる。
【００３９】
　本実施形態の組電池１００によれば、金属空気電池セル１１～１５を収容する筐体本体
２１に蓋部２３を装着するだけで、金属空気電池セル１１～１５をコード類を使用するこ
となく直列に接続することができ、また、筐体本体２１から蓋部２３を脱着するだけで、
金属空気電池セル１１～１５の接続を解除することができる。
　本実施形態の組電池１００によれば、これを新たに製造したり、マグネシウムシート（
金属極）の消耗などに伴って金属空気電池セル１１～１５の一部を交換したりする際に、
コード類を取り回す必要がないので、作業性に優れている。
　また、本実施形態の組電池１００は、筐体２０内においてコード類が存在しないので、
スペース効率にも優れている。
【００４０】
　また、本実施形態の組電池１００によれば、コードレスの連結コネクタを使用して、そ
の複数個を電気的に直列に連結することができる。
　ここに、組電池１００どうしは、第２正極端子５２（５２１，５２２）と、第２負極端
子６２（６２１，６２２）とを接続して左右方向（Ｘ方向）に連結してもよいし、第１正
極端子５１（５１１，５１２）と、第１負極端子６１（６１１，６１２）とを接続して前
後方向（Ｙ方向）に連結してもよい。
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　また、連結治具を使用して、第１正極端子５１または第２正極端子５２と、第１負極端
子６１または第２負極端子６２とを接続することにより、高さ方向（Ｚ方向）に連結する
こともできる。
【００４１】
＜第２実施形態＞
　本実施形態の組電池は、筐体の蓋部に形成された回路パターンが第１実施形態と異なり
、他の構成については、第１実施形態と同様である。
【００４２】
　図１０および図１１に示すように、本実施形態の組電池を構成する筐体の蓋部２５には
、第１実施形態と同様に、第１正極端子５１（５１１，５１２）、第２正極端子５２（５
２１，５２２）、第１負極端子６１（６１１，６１２）および第２負極端子６２（６２１
，６２２）が装着されている。
【００４３】
　蓋部２５の内面には、蓋部２５を筐体本体２１に装着したときに、筐体本体２１に収容
されている金属空気電池セル１１～１５の正極端子１５１～１５５および負極端子１６１
～１６５と接触して、金属空気電池セル１１～１５を電気的に並列に接続するとともに、
第１正極端子５１および第２正極端子５２と、金属空気電池セル１１１～１５の正極端子
１５１～１５５とを接続し、金属空気電池セル１１～１５の負極端子１６１～１６５と、
第１負極端子６１および第２負極端子６２とを接続する回路パターン３３が形成されてい
る。
【００４４】
　この回路パターン３３は、金属空気電池セル１１～１５の正極端子１５１～１５５どう
しを接続するための導電路３３５と、この導電路３３５と組電池の正極端子（第１正極端
子５１および第２正極端子５２）とを接続するための導電路３３１と、金属空気電池セル
１１～１５の負極端子１６１～１６５どうしを接続するための導電路３３６と、この導電
路３３６と組電池の負極端子（第１負極端子６１および第２負極端子６２）とを接続する
ための導電路３３７とを有してなる。
【００４５】
　導電路３３１、導電路３３５、導電路３３６および導電路３３７は銅板により構成され
ており、適宜の手段によって蓋部２５の内面に貼付されている。
　導電路３３５には、金属空気電池セル１１～１５の正極端子１５１～１５５との接点が
設けられ、導電路３３６には、金属空気電池セル１１～１５の負極端子１６１～１６５と
の接点が設けられている（図１０および図１１において、これらの接点を、「◎」で示し
ている）。なお、導電路３３１と導電路３３６とは立体的に交差していて接触はしていな
い。
【００４６】
　金属空気電池セル１１～１５が収容されている筐体本体２１に蓋部２５を装着すること
により、図１２および図１３に示すように、金属空気電池セル１１～１５の正極端子１５
１～１５５が導電路３３５により互いに接続されるとともに、この導電路３３５と、本実
施形態の組電池の正極端子（第１正極端子５１および第２正極端子５２）とが導電路３３
１により接続され、また、金属空気電池セル１１～１５の負極端子１６１～１６５が導電
路３３６により互いに接続されるとともに、この導電路３３６と、本実施形態の組電池の
負極端子（第１負極端子６１および第２負極端子６２）とが導電路３３７により接続され
る。
【００４７】
　この結果、金属空気電池セル１１と金属空気電池セル１２と金属空気電池セル１３と金
属空気電池セル１４と金属空気電池セル１５とが電気的に並列に接続され、第１正極端子
５１（５１１，５１２）および第２正極端子５２（５２１，５２２）は、組電池としての
正極端子となり、第１負極端子６１（６１１，６１２）および第２負極端子６２（６２１
，６２２）は、組電池としての負極端子となる。
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【００４８】
　本実施形態の組電池によれば、金属空気電池セル１１～１５を収容する筐体本体２１に
蓋部２５を装着するだけで、金属空気電池セル１１～１５をコード類を使用することなく
並列に接続することができ、また、筐体本体２１から蓋部２５を脱着するだけで、金属空
気電池セル１１～１５の接続を解除することができる。
　本実施形態の組電池によれば、これを新たに製造したり、マグネシウムシート（金属極
）の消耗などに伴って金属空気電池セル１１～１５の一部を交換したりする際に、コード
類を取り回す必要がないので、作業性に優れている。
　また、本実施形態の組電池は、筐体２０内においてコード類が存在しないので、スペー
ス効率にも優れている。
【００４９】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明の組電池は、これに限定されるも
のでなく、種々の変更が可能である。
　例えば、金属空気電池セルは５個に限定されるものでなく、２個以上の金属空気電池セ
ルを筐体内に格納することができる。
　また、金属空気電池セルを直列または並列に接続することができれば、回路パターンの
形状も特に限定されない。
【符号の説明】
【００５０】
１００　金属空気電池ユニット
１１～１５　金属空気電池セル
２０　　筐体
２１　　筐体本体
２３　　蓋部
２５　　蓋部
２０１　筐体の正面
２０２　筐体の背面
２０３　筐体の右側面
２０４　筐体の左側面
５１（５１１，５１２）　第１正極端子
５２（５２１，５２２）　第２正極端子
６１（６１１，６１２）　第１負極端子
６２（６２１，６２２）　第２負極端子
２２１～２２５　給水ポート
２４　ハンドル（持ち手）
１５１～１５５　金属空気電池セルの正極端子
１６１～１６５　金属空気電池セルの負極端子
１８１～１８５　給水口
３１　　回路パターン
３１０～３１５　導電路
３２５　導電路（導電板）
３２６　導電路（導電板）
３３　　回路パターン
３３１，３３５～３３７　導電路
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